
平成２２年度

王寺町教育委員会

点検・評価報告書

平成２３年９月

王寺町教育委員会



地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律

第１６２号）第２７条の規定に基づき、平成２２年度王寺町教育委

員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検評価の

結果について報告いたします。

平成２３年 ９月１日

王寺町教育委員会
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事 業 名 目標

事 業 概 要

現 状

又 は

実 績 等

点検･評価

定例会を毎月開催し審議を行うことで、滞りなく教育行政を推進することができ
ました。
全教育委員がすべての学校（園）を訪問し、また学校や社会教育事業の式典

等への参加により、本町の教育現場の現状を把握し、協議・指導・助言することが
できました。
町独自の教育行政推進に向けて引き続き教育現場の課題や現状把握に努

め、先進地への視察研修などにより、教育全般の見識を深め、協議・指導・助言
を行う必要があります。

教育委員会諸活動 教育行政の推進

教育委員会会議の定例開催
幼稚園・学校訪問
研修の実施・参加
各種行事への出席

○教育委員会の開催
定例会１２回及び臨時会１回を開催しました。

○学校訪問等
学校訪問を２回実施しました。

１学期学校訪問は、各幼稚園・学校の教育課程に基づく園・学校経営方針の
聴取、協議及び教育委員会からの指導を行いました。

２学期学校訪問は、県教育委員会事務局教職員課管理主事及び町教育委
員及び町教育委員会事務局職員が園・学校を訪問し、現状を視察、懇談の
うえ指導・助言を行いました。

○研修の実施・参加
町教育委員会主催で兵庫県朝来市の生野学園を訪れ、不登校生徒への対
応などについて意見交換を行いました。

○各種行事への参加
入学(園)式、卒業(園)式、学校(園)運動会、文化祭、成人式、公民館合同開
講（閉講）式等に出席しました。

－ ２ －



事 業 名 目標

事 業 概 要

点検･評価

新指導要領推進事業
新しい学習指導要領への改訂に
向けて、園児･児童･生徒の自ら学
び自ら考える力を養う

各幼稚園、小・中学校の特色ある教育活動推進の一環として、「生きる力」を育
むことを目標とする学習指導要領の理念のもと、各幼稚園、学校独自に体験的な
学習・問題解決能力を養う学習を行うことができるよう支援しました。

各学校(園)で特色のある事業を実施しました。園庭での花づくり、休耕田を借用
した作物づくりの体験学習や、外国人学生との国際交流、地域の人々との交流、
職業体験等を行いました。

花いっぱい推進事業、子育て支援事業、運動遊び等
しなやかな体づくり、環境教育、地域に根ざした幼稚園づくり等
未就園児保育、絵画遊び、地域との交流等
環境教育、地域交流、情報教育、体力向上プラン等
理科学習活動、栽培活動、読書環境の充実等
異年齢児交流（シルバーウォークに参加）、地域学習、学びの
基礎等
職業体験学習、農業・園芸体験学習、体力向上プラン等
世代間交流、地域交流、社会体験活動、体力向上、食育推進
等

王寺幼稚園
王寺北幼稚園
王寺南幼稚園
王寺小学校
王寺北小学校
王寺南小学校

王寺中学校
王寺南中学校

現 状

又は

実績等

体験学習や交流活動を通して、生きる力を育むことが大切であり、園・学校独
自の継続的な活動により、各事業において成果が上がっています。
この学習をさらに発展充実させ、豊かな心・健やかな体の育成、思考力・判断

力・表現力の育成に向けて、地域の教育力を活用した学習を推進することが大切
です。
平成２３年度に小学校、平成２４年度には中学校の学習指導要領の改訂が完

全実施されることから、新たな学習内容の研究を行うためにも、事業を継続する必
要があります。

○事業費決算額
新指導要領推進事業

（ 内 訳 ）
王寺幼稚園
王寺北幼稚園
王寺南幼稚園
王寺小学校
王寺北小学校
王寺南小学校
王寺中学校
王寺南中学校

………… ２,１１５,０００円

………… ３２０,０００円
………… ２６３,０００円
………… １６５,０００円
………… ３１５,０００円
………… ２９０,０００円
………… ２７０,０００円
………… ２５２,０００円
………… ２４０,０００円

－ ３ －



事 業 名 目標

事 業 概 要

点検･評価

現 状

又 は

実 績 等

賃金

賃金

賃金

３０３件 （１０１名）

王寺中学校
王寺南中学校

１７９件
１４３件

「教育相談」では、教育に関わる保護者の多種多様な相談に対し、学校等との
連携も取りながら、アドバイス・心理面でのカウンセリングが行えました。
異年齢・同年齢の子ども同士の交流が少ない現在、学校の中で起こる子ども同

士のトラブルの多くは、対人関係が原因となっています。
各中学校への、「心の教室」相談員の配置により、悩みを持つ生徒本人や、そ

の保護者の話を積極的に聞いたり、家庭訪問による保護者のカウンセリング等を
行うといった取り組みの結果、生徒の心の問題の早期解決や子ども同士のトラブ
ルの未然防止につながりました。
また各小学校では、教員とは異なり直接評価にかかわらない立場で「ふれあい

フレンド」が児童と交流しながら、子どもたちが生活や勉強に関することを気軽に
話した結果、直接的なカウンセリング活動ではないものの、子どもの心の安定を図
る点で大きな成果がありました。
これらのことから、不登校、いじめ、育児不安、虐待等の解決と未然防止のた

め、多忙な教員たちが子どもたちと向き合う時間を確保するためにも、事業を継続
する必要があります。

５２０，０００円

２，１９０，０００円

１，５９３，６００円

教育カウンセリング事業
不登校、いじめ、育児不安、虐待
等、諸問題の解決

現在社会問題となっている不登校、いじめ、育児不安、虐待等の諸問題を解決
するための施策として、「教育相談」「心の教室」「ふれあいフレンド」のカウンセリン
グ３事業を実施しました。

「教育相談」は、毎週木曜日に開設し、就学前の子どもでは「発達上の問題」
「集団への適応」「育児ストレス・不安」、就学後では「友人関係」「発達障害」「不
登校」についての相談が多く、学校等との連携も取りながら、保護者へのアドバイ
スや心理面でのカウンセリングを行いました。
町内各中学校では、「心の教室」を設け、それぞれ１名カウンセラー的な役割を

果たす相談員を配置しました。
相談日には授業の合間や放課後などを利用し、生徒一人一人の悩みに対し相

談員が相談活動を行うことで、生徒自身が悩み等をかかえこまずに心にゆとりが
持てるよう努めました。
主な相談内容として、友人関係、進路、不登校、家族関係、部活動などがあり

ました。
町内各小学校にはサポーター的な役割を果たす「ふれあいフレンド」を１名ず

つ配置しました。
主に、低学年の教室を受け持ち、児童に対する学習のサポートをはじめ生活指

導、朝の読書指導、図書室では選書のアドバイスも行い、様々なふれあい活動を
行いました。

○相談件数及び事業費決算額

教育相談

心の教室

ふれあいフレンド
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事 業 名 学校いきいきプラン事業 目標
児童･生徒の生活・学習・集団
適応へのサポート

事 業 概 要

現 状

又 は

実 績 等

点検･評価

小・中学校に教員資格を持つ「学校いきいきプラン」講師を各校に１名を配置
し、児童･生徒の生活・学習・集団適応へのサポートを行いました。

各校の「学校いきいきプラン」講師は、学校行事にも参加し、教材製作や少人
数・個別指導、複数の教師共同による授業を行いました。
また、発達障害など、個別に細かい指導や特別な支援が必要な児童・生徒に

対して、きめ細かな自立活動の指導や支援、介助を行いました。
教育カウンセリング事業の各相談員や教職員と連携し、互いに情報交換を行い

ながら、「先生が子どもと向き合う時間」を確保しています。

「学校いきいきプラン」講師
雇用期間 平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日
授業実施日に、１日６時間×週５日×３５週を基本に勤務

○事業費決算額
賃 金 ６,５１０,０００円（５名分）

児童・生徒の学校生活において、子どもたちの学習活動レベルの向上や、児
童・生徒同士のより豊かなコミュニケーションを図ることができました。
また、生徒の安全確保、生徒指導、不登校生徒に対する登校への働きかけに

より、対人関係に困難さを持つ子どもたちに寄り添い、人間関係のトラブル発生を
未然に防ぐなど、子どもたちが安定した心で学習に取り組める環境づくりに大きな
成果がありました。
特別支援教育において、児童・生徒一人一人の実態を把握し、学校生活や学

習上の困難を改善又は克服するため、対人関係、文字図形の認識、言語能力、
落ち着いた情緒の安定維持等、多くの場面で支援を必要とする子どもたちをサ
ポートすることができました。
児童・生徒が、楽しく充実した学校生活を送るための支援として、事業を継続す

る必要があります。

－ ５ －



事 業 名 幼稚園英語体験保育事業 目標
幼児期におけるコミュニケーショ
ン能力の涵養

事 業 概 要

現 状

又 は

実 績 等

点検･評価

言葉や文化背景の異なる人々が行き交う国際社会において、英語によるコミュ
ニケーション能力の養成は非常に重要なものとなっています。
｢相手を理解しよう｣「相手に伝えよう」という姿勢を育むのは、好奇心旺盛で感

受性に優れ、言語能力の発達する幼児期が最適であるといわれていることから、
町内各幼稚園にネイティブスピーカーである外国人講師を配置し、英語体験保育
を行いました。

平成１６年度から３園で実施し、平成２２年度で７年目を迎えました。
「遊び」を通じて外国人に慣れ、気軽にふれあい、コミュニケーション能力を養い

つつ、英語に興味を持たせ、言語能力の発達する幼児期に、英語だけを用いて
行うレッスンや自由保育を行いました。
園児たちは積極的にレッスンに参加する様子が見られ、特にアルファベットに

は早くから興味を示していました。慣れてくると外国人講師が英語でゲームの説明
をすると、自分たちで英語を聞き取り、理解して行動するなど成長が見られまし
た。

○外国人講師２名（ネイティブスピーカー）によるレッスン及び自由保育
各園年間２８回

業務委託料 １，９２９，０２８円(３園）
契約期間 平成２２年４月１２日～平成２３年２月２８日

各園２名の外国人講師の配置により、充実した内容のレッスンができました。
園児は、「遊び」を通じて外国人に慣れ、気軽にふれあい、異なった文化、異

なった価値観を持つ人とのコミュニケーション能力をしっかり養っています。
年少児クラスより英語に接し、年中・年長と成長していく過程において、英語へ

の興味は年々深まっている様子であり、英語レッスンを日常の保育に生かしていく
ことが、幼児の更なる成長につながると考えます。
本事業に対する保護者の評価も非常に高く、引き続き事業を進めていく必要が

あります。
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事 業 名 目標

事 業 概 要

点検･評価

現 状

又は

実績等

平成２３年度から完全実施される新学習指導要領では、小学５･６年で週１時間
の外国語活動を実施することになり、移行期間である現在、教員も試行錯誤の
中、進められている状況です。教員向けの外国語指導力養成講座などでスキル
を磨き、外国語を通じてのコミニュケーション能力向上、言語、文化に対する理
解、異なった文化を持つ人と積極的に交流しようとする態度などを養うため、外国
人講師と連携した効果的な授業が望まれます。
中学校との連携も大切であり、引き続き事業を継続する必要があります。

小学校外国語活動事業 コミュニケーション能力の素地を養う

平成２３年度から完全実施される新学習指導要領に基づく、小学５･６年生の外
国語活動が円滑に導入できるよう、各小学校へ外国人講師を派遣し、外国語に
慣れ親しむ活動を行いました。

児童が興味を持てる授業を展開するため、各小学校に外国人講師を配置しまし
た。音声を中心に外国語に慣れ親しませる活動を通じて、言語や文化について
体験的に理解を深めるとともに、積極的にコミュニケ－ションを図ろうとする態度を
育成し、コミュニケーション能力の素地を養いました。

○外国人講師各校１名 派遣日数
王寺小学校 ３０日
王寺北小学校 ２５日
王寺南小学校 ２５日

○教員を対象とした養成講座
王寺小学校 ２回
王寺北小学校 １回
王寺南小学校 １回
業務委託料 １，１９３，２００円（３校）
契約期間 平成２２年４月１２日～平成２３年３月１８日
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事 業 名 目標

事 業 概 要

点検･評価

工事請負費：２１,０００，０００円（前払い金）

工期：平成２３年３月１７日～平成２３年１２月２８日

・耐震補強設計 委託料：６，１９５，０００円

学校等教育施設耐震化事業 安全・安心な学校づくり

学校施設は、児童生徒が一日の大半を過ごす学習・生活の場であるとともに、
災害発生時には地域住民の避難場所となっていることから、耐震化の早期完成
を目指し、耐震補強工事及び耐震補強設計を行いました。

昭和５６年以前の旧耐震基準で設計された建物について、平成２１年度に耐震
診断を行いました。本町では、王寺小学校校舎・体育館、王寺北小学校体育館、
王寺幼稚園管理棟、王寺中学校校舎・体育館が対象となっており、本年度は、王
寺小学校校舎・体育館、王寺北小学校体育館の耐震補強設計及び耐震補強工
事を行い、また次年度に向けて王寺幼稚園管理棟及び王寺中学校校舎・体育館
の耐震補強設計を計画的に進めました。

・耐震補強工事施工管理

学校施設の耐震化事業は早急に進めるべき事業であり、本年度は老朽化の進
む王寺小学校の校舎等の耐震診断が行われ、判定委員会が混雑している状況
もありましたが、スムーズに補強計画・実施設計へと進めることができました。
そして、補強工事期間中においては学校諸行事や授業に支障をきたすことなく

安全に進める事ができました。引き続き、国の有利な財源を確保しながら児童・生
徒が日々の学校生活を安全・安心して送れるよう、計画的かつ迅速に進める必要
があります。

○王寺小学校

○王寺北小学校
業務期間：平成２２年６月１４日～平成２３年３月３１日

委託料：１，８３４，３５０円

・体育館耐震補強工事 工事請負費：３９６，９００円

工期：平成２２年７月１日～平成２２年８月３０日

・体育館耐震補強設計 委託料：６４，０５０円

業務期間：平成２１年１２月４日～平成２２年５月１４日

・耐震補強設計 委託料：２，１００，０００円

業務期間：平成２２年７月２７日～平成２２年１２月２０日

・震診断業務 委託料：９２７，０００円

現 状

又は

実績等

○王寺中学校

○王寺幼稚園

工事請負費：１１５,５０６，３００円・耐震補強工事

工期：平成２２年６月１６日～平成２３年３月３１日

委託料：２０，８３０，９５０円・耐震補強設計

業務期間：平成２１年１２月４日～平成２２年５月１４日

業務期間：平成２１年８月１１日～平成２２年６月８日

業務期間：平成２２年７月２７日～平成２２年１２月２０日

・耐震診断業務 委託料：１２，４０８，０００円

業務期間：平成２１年８月１１日～平成２２年６月８日

・耐震補強工事

－ ８ －



事 業 名 目標

事 業 概 要

○小学校給食調理場 給食調理回数 １７９回 総合食数 ２１４，１４３食
○中学校給食調理場 給食調理回数 １７４回 総合食数 ９６，７３９食

点検･評価

食育については、学校や保護者との連携を更に強化し、推進していかなけれ
ばなりません。
給食運営については、栄養バランスのとれた献立で魅力ある内容とし、食材は

安全で安心なものを使用し、奈良県産の食材も一部使用して地産地消にも取り
組み、また、季節感を子ども達に感じてもらうため、旬の食材を取り入れたり、行事
食も取り入れました。

学校給食運営

安全・安心な給食を提供し､児童・
生徒の心身の健全発達と、日常
生活における食事について、正し
い理解と望ましい習慣を養う

学校生活の中で主要な部分を占める給食は、安全で安心であることが一番重
要です。
このため調理場の施設を十二分に機能させるため、調理機器の施設設備の保

守点検を実施するとともに、衛生管理についても徹底し、児童・生徒に安全・安心
な給食を提供しました。

現 状

又は

実績等

学校と連携し、児童・生徒に食育についての教育を、家庭科や給食等の時間
に実習や献立表等を通じて取り組みました。
また、家庭においても子ども達に指導・実践を行って頂くため、保護者にも給食

試食会等を通じて食育について栄養士が具体的に説明を行いました。
学校や家庭を通じて子ども達が日々の生活で食育がいかに大事なことかを理

解してきています。

調理に当たっては、奈良県等の公共機関において実施された研修会等に調理
員全員が積極的に参加し、調理現場において研修成果を活かし細心の注意を
払って調理を行いました。

特定の食物に対してアレルギー反応を起こす子どもが少しずつ増えてきていま
す。
この為、給食で使用する食材や調味料等の成分分析表を該当する子どもの保

護者全員に配付しました。

－ ９ －



事 業 名 目標

事 業 概 要

○総出展者数 １，０７２名 展示数 １，７５０点

○特別展示 中本 利史子氏 絵画展

○芸能発表 王寺町文化協会

○物産展・バザー等 王寺町商工会・各種団体

ボーイスカウトによるフリーマーケット
一般公募作品展・各種団体展示

○文化祭運営事業費 ６５７，６１６円

点検･評価

現 状

又は

実績等

本年度は、１，０７２名の住民から１，７５０点の作品の出展があり、王寺アリーナ
で公民館学級・教室・クラブ生の作品展を、王寺町やわらぎ会館で芸能発表を行
いました。王寺町地域交流センターでは一般公募・子ども・高齢者等の作品展や
趣向を凝らした街かどコンサートを実施しました。また、町内に在住され、優れた
芸術活動をされている方の特別展示として、本年度は中本 利史子氏の未来への
希望を表現した抽象画の作品３８点を展示しました。
この他、役場駐車場で王寺町商工会による物産展及び即売会、王寺アリーナ

で各種団体による模擬店・バザーなどが行われました。 また、本年度より文化祭
の開催を広く知らせる為に、アリーナ２階階段前でハルモによるオープニングセレ
モニー・ミニコンサートを実施し、また、更なる集客効果を得るため、ボーイスカウト
によるフリーマーケットを実施し、どちらも好評を得ました。

今年も多くの作品が出展され、各会場では、来場者と出展者間による意見交
換、情報交換等の交流も盛んにあり、更に生涯学習活動の活性化へとつながっ
ています。
昨年度までは、物産展や模擬店には多くの来場者で賑わっていましたが、全

体的に見ると展示への来場者数に伸び悩みが認められていましたので、本年度
に新たな催し物を行なったことによって来場者数を増加させることが出来ました。

○団体活動展

文化祭
文化・芸術の振興と活力ある生涯
学習社会の創造

住民の生涯学習活動及び文化・芸術活動を支援するとともに、文化・芸術の振
興を図り、人間性豊かな活力ある生涯学習社会を創造していくため、日頃の活動
成果を発表し、幅広い年齢層の人々が集う場として、「平成２２年度王寺町文化
祭」を１０月３０日・３１日に王寺アリーナ・王寺町やわらぎ会館・王寺町地域交流セ
ンターの３会場で実施しました。

－ １０ －



事 業 名 目標

事 業 概 要

○青少年指導委員会
○小・中学校生徒指導連絡協議会
○巡回指導
○青色防犯パトロールカーによるパトロール
○小・中学生野外活動事業

○健全育成ポスター募集
○文化講演会

○体験セミナー
○ウインターフェスティバル

○家庭教育学級の開催

地域ぐるみ児童生徒健全育成経費

点検･評価

～野村克也・長島茂雄・星野仙一のもとで学んだこと～

地域ぐるみ健全育成
地域ぐるみでの児童・生徒健全育
成推進

王寺町では、地域ぐるみで児童・生徒の健全育成活動を推進するために、学
校をはじめPTA、各種団体による王寺町地域ぐるみ児童生徒健全育成推進協議
会を設置し、児童・生徒の安全確保の施策、社会体験活動事業、地域の教育力
を高める施策を実施しています。

現 状

又は

実績等

安全確保の施策として、教育委員会、社会教育団体、PＴＡ、教員による、立哨
や付き添いによる登下校、巡回指導及び夏・冬・春休み中の巡回指導を行いまし
た。
体験学習事業として、子どもたちがたくましく生きる力を身につけ、豊かな心を

育むことを目的に小・中学生野外活動事業、ウインターフェスティバル、体験セミ
ナーを実施しました。
教育力を高める施策として、子育てについて学習するため、各幼稚園・小学校・

中学校ＰＴＡで自主活動されている家庭教育学級を支援し開催しています。
また、健全育成をはじめ、生涯学習や教育文化等の分野から、児童生徒の健

全育成に役立てることができるよう、第一線で活躍されている講師を招いての文
化講演会を実施しました。

１０回開催
６回開催

夏休み：１０回 冬休み：４回 春休み：５回
年間１００回

国立淡路青少年交流の家
８月１日～３日 参加者 ５８名

小学３年生～中学生 応募数 ９２９点
広澤克実さん「我が野球人生」

王寺町地域ぐるみ児童生徒健全育成推進協議会の構成団体である学校教員
及びPTA、社会教育団体等が協力して本年度も児童・生徒の安全確保に努める
ことができました。
なかでも巡回指導は専用の青色防犯パトロール車で頻繁に行うことで、地域で

子どもたちを見守っていることを意識づけができ、児童・生徒の登下校時に発生
する悪質な犯罪を未然に防ぐことに役立っているものと考えられます。今後も続け
ていくことが重要といえるでしょう。
また、体験学習事業にも多くの参加者があり、子どもたちが社会で生きる力を学

びとってくれる機会となっています。

１１月３日 入場者 １８２名
麺ゆう館 １月２９日 参加者 ２２名

２月２０日 入場者 ４３０名
各幼小中PTAで開催

２，６９７，２４７円

「ﾏｰｷｨのﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽｼｮｰとｸｯｷｰｽﾞのふれあいｺﾝｻｰﾄ」

－ １１ －



事 業 名 目標

事 業 概 要

○伝統文化子ども教室

点検･評価

菩提キャンプ場は、設備も整っており大変利用しやすく、多くの野外活動を行う
利用者で、親睦や交流を深めることに大いに役立っています。
「ネイチャーサークルIN菩提」の各教室にも多くの参加者があり、いろんな趣向

を凝らした内容で、子どもが活動出来る場として、充分な機能を果たしています。
また、キャンプ場への来場者の目を楽しませるために、季節に合った花をたくさ

ん咲かせるなどボランティアの方にも手助け頂いて場内整備を実施することが出
来ており、協力体制も確立出来ています。

菩提キャンプ場管理運営
住民憩いの場と子どもの居場所の
創出

利便性に富んだ市街地に位置しながらも、野外活動が楽しめる全国に類を見
ない施設として、集団活動および体験学習に多くの方々の利用がありました。
また、青少年健全育成の場として、児童文化協会、子ども会・ボーイスカウト・ス

ポーツ少年団など、町内の青少年団体の野外活動に活用されており、大いに利
用して頂いています。

現 状

又は

実績等

緑豊かなキャンプ場として、住民に身近な野外活動や交流の場として利用頂い
たほか、シルバーウォークの主会場や子ども会の夏休みのキャンプ、野外活動指
導者講習会、児童文化協会・ボーイスカウト・スポーツ少年団等によるリーダー養
成訓練などの場として活用されています。
王寺町において心豊かでたくましい子どもを育むため、菩提キャンプ場等を活

用して安全・安心な子どもたちの居場所（活動拠点）として「ネイチャーサークルIN
菩提」を実施しました。
本事業は、社団法人国土緑化推進機構「緑の募金」の補助金を受け、チャレン

ジ教室（週末）に体験教室を開催しました。
これらの活動には、指導員として地域の大人・学生・ボランティア等の方々に支

援して頂き、活動６年目を迎えた平成２２年度は、なかなか体験できない、流しそう
めん、もちつき、染め物など様々な教室を行いました。
また、日本の伝統文化を活性化させ、絶やすことなく子どもたちに継承していく

ことを目的に、財団法人伝統文化活性化国民協会の補助を受けた「伝統文化こ
ども教室」を実施し、「子ども和太鼓教室」及び「子ども落語教室」を開催しました。
平成１９年度から新たに加えた伝統文化こども教室を含め、「ネイチャーサーク

ルIN菩提」は子どもたちの貴重な体験活動の場として、ますます参加者の方々か
ら高い評価を得ています。
野外活動の利用や事業の実施等によってキャンプ場は年間で１２，０７６人の来

場者数がありました。

○チャレンジ教室（週末） １６教室 ５６７名

子ども落語教室 １１回 １２名
子ども和太鼓教室 １０回 １８名

キャンプ場管理運営費 ５，０４６，６９５円

－ １２ －



事 業 名 目標

事 業 概 要

○文化財展示

点検･評価

事務室前「出土遺物からみる食器の違い」 ４月１日～３月３１日

文化財の保存 文化財の保存と活用

町内に所在する文化財の保存と活用を、経費の節減を図りながらも、きめ細か
く実施することができました。

現 状

又は

実績等

文化財の保存に関しては、昨年度に提出されていました久度に所在する松浦
家住宅の登録有形文化財建造物への登録が認められました。また、昨年度に引
き続き同家所蔵の古文書の調査を行いました。
各種開発に伴う埋蔵文化財調査としては、片岡王寺跡において王寺小学校耐

震補強工事に立会い、遺跡に影響の無いことを確認しました。舟戸・西岡遺跡内
での宅地開発においては遺構の有無を確認する発掘調査を行い、埋蔵文化財
の記録保存を努めました。
文化財の活用に関しては、 王寺町地域交流センター、やわらぎ会館、王寺南

小学校において、町内遺跡からの出土遺物、民具資料などの展示を継続し、町
民に王寺町の歴史・文化について学んでいただくとともに歴史や文化財の大切さ
について広く周知することができました。

・王寺町地域交流センター
「王寺町の指定文化財写真パネル展」４月１日～７月４日
「馬ヶ脊城跡」４月１日～３月３１日（検出遺構模型と出土遺物など３点を展示）

・やわらぎ会館
「達磨寺所用の鬼瓦」４月１日～３月３１日

・王寺南小学校
街かど博物館「民具に見る王寺の人々のくらし」 ４月１日～３月３１日
（農耕具、生活用品を中心とした民具を展示）

経費の節減を図りながらも、文化財の活用に重点を置き事業を実施することが
できました。さらに郷土の文化財の堀り起こし、王寺町指定文化財の制度を利用
して文化財の保存・活用を行う必要があります。

（町内遺跡出土の食器を展示）
○写真提供「やまとみち」（観光情報紙）かぎろひコミュニケーションズ

（石塔埋納遺構・水晶製五輪塔形舎利容器２点を掲載）
○文化財保存費 1，５３７，０３８円

－ １３ －



事 業 名 目標

事 業 概 要

点検･評価

あらゆる人権問題について正しい理解と認識を養っていただくためには、人権
教育事業に多くの町民が参加していただく必要があります。
王寺町人権教育推進協議会には町内の各種団体が加盟し、それらの団体の

方々には研究大会や現地学習会、更に街頭啓発活動にも参加していただき、人
権に関わる自己研鑽に努めていただいています。
しかしながら、その一方では、広く住民の方々を対象として実施している人権学

習懇談会への参加者は、毎年、伸び悩んでいるのが現状です。町全体で人権問
題の解決と人権意識の高揚を図るためには、こうした懇談会への参加者を増やす
努力が必要といえます。また、街頭啓発活動を続けていくことも重要なことといえる
でしょう。

人権教育事業
あらゆる人権問題の解決と人権意
識の高揚

人権教育事業では、部落問題をはじめとするあらゆる人権問題の解決に向け
て、家庭教育、学校教育及び社会教育のそれぞれの場を通じて、子どもから高齢
者に至るすべての人々を対象に王寺町人権教育推進協議会や王寺町人権問題
啓発活動推進本部との連携を図りながら、幅広く取り組みを進めました。

現 状

又は

実績等

あらゆる人権問題の解決と人権意識の高揚を目的に、王寺町人権学習懇談会
や現地学習会等を実施し、広報紙「なかま王寺」を発刊したほか、毎月１１日の
「人権を確かめあう日」に合わせて行われる街頭啓発活動や第２２回「人権を確か
めあう日」県下一斉集会、差別をなくす町民集会、第６２回全国人権・同和教育研
究大会等に参加しました。
その地域に暮らす人たちが自分たちの地域社会を人権の視点で見つめ、より

豊かでくらしやすいものにしていく場とするために人権学習懇談会を実施しまし
た。
懇談会では、「親愛なる、あなたへ」というビデオを視聴し、それを教材に、よりよ

い地域社会を創造していくことについて話し合いました。
現地学習会は、水平社博物館を訪れ、１９２２年3月3日「人の世に熱あれ、人間

に光あれ」と高らかに人間の尊厳と平等をうたい上げ、全国水平社が創立されて８
９年、韓国併合１００年、今も結婚差別、土地差別等の差別事象が後を絶たない
中、水平社創立者たちの差別に対抗して生きてきた熱い心に触れる研修を行い
ました。

○王寺町人権学習懇談会 １１月４日～１０日 １６自治会５会場 参加者１８７名
○現地学習会 ３月３日 水平社博物館等 参加者４３名
○広報紙の発刊 「なかま王寺」№３５ 町内各戸配布
○人権教育費 ２，４６９，７７７円

－ １４ －



事 業 名 目標

事 業 概 要

点検･評価

成人式運営事業
新成人による式典の企画及び進
行

成人になったことを自覚し、これからの社会を担っていく真の社会人として、自
ら強く生き抜こうとする青年を祝うことを目的に成人式を行いました。
(平成２３年１月１０日に実施）

現 状

又は

実績等

男 性 女 性 合 計

成 人 該 当 者 １２３名 １３６名 ２５９名

出 席 者 数 ９９名 ９９名 １９８名

式典であるので、ある程度の厳粛を保ちつつ、感動を与えることができました。

成人者による自主運営ということが良い結果を招いていると考えられます。

出 席 率 80.49% 72.79% 76.45%

成人式運営事業費 ８６６，４３７ 円

新成人による受付・司会・ピアノ演奏、記念品受領、お礼の言葉、家族からの手
紙、二十歳の抱負等、新成人が主役となって、式典の企画や進行を行いました。

保育園・幼稚園・小学校・中学校でお世話になった恩師先生を招き、小学校・
中学校を代表して２名の恩師先生から代表スピーチをいただきました。

感動ある成人式にという企画で、家族から２０年の思い出や、これからの人生へ
の励まし・教訓等を「家族からの手紙」という形で書いていただき、１４２通の手紙
が届きました。
その手紙は、式典当日受付で新成人者に手渡しました。その中から二編を選

び、公民館朗読教室卒業生の方により感情を込めて朗読をしていただきました。

－ １５ －



事 業 名 目標

事 業 概 要

３，８０２ 件 ４６，５９８ 名でした。

点検･評価

現 状

又は

実績等

○平成２２年度 教室・講座の実績
教 室 ・ 講 座 名 回 数 延べ人数

歴 史 教 室

着 付 教 室
朗 読 教 室

フラワーアレンジメント教室
パ ン 作 り 教 室
大 人 の ピ ア ノ 教 室
四季の和菓子作り教室
バ イ ア ス 編 み 教 室

１０
１０

中央公民館活動生涯学習事業
「出会い・ふれあい・学びあいの
場」としての生涯学習環境づくり

団塊の世代が退職され、高齢化社会を迎えている現在、住民一人ひとりが心身
共に健全で豊かな人生を過ごしていただけるよう、主にリーベル王寺東館５階の
「地域交流センター」で多様な教室・講座を開催しました。

１０ １９２

１２８
１１１

パ ン フ ラ ワ ー 教 室
デジタルカメラ写し方教室

１０
１０

８７
１１９

ペ ン 習 字 教 室
書 道 教 室

１０
１０

１３４
６３

創 作 折 り 紙 教 室
葉っぱのアート教室

１０
１０

８０
５５

腹 話 術 講 座
考 古 学 入 門 講 座

６
６

２４
１０５

拓 本 講 座
楽（ラク）ッキング講座（短期）

６
３

１５
３６

蕎 麦 打 ち 講 座（短期）

○中央公民館全体の年間利用状況

歴史教室や考古学入門講座は、最近の歴史・古代史ブームにより、大変人気
がありました。
また、パン作り教室・四季の和菓子作り教室・バイアス編み教室など、作品を自

ら創出できる教室も人気があり、文化祭展示を一つの目標に、講師のアドバイスで
魅力ある作品制作に取り組んでいただきました。

３ ３３

「出会い・ふれあい・学びあい」の場として、公民館において、「生涯学習事業・
公民館教室」を推進してきました。その他、定期的に使用する文化協会・婦人会・
自主的なクラブ・サークル活動も活発に行われました。
また、今後も住民のニーズに沿った教室を調査・研究し、３公民館で各々特色

のある教室の開設を検討していきます。

和 紙 絵 講 座（短期）
合 計 １６５回

１ １５
１７２９名

１０
１０
１０
１０
１０

８１
１４２
１０１
１２６
８２

－ １６ －



事 業 名 目標

事 業 概 要

２，４５２件 ２８，１１３名でした。

点検･評価

現 状

又は

実績等

○平成２２年度 教室・講座の実績

教 室 ・ 講 座 名 回 数 延べ人数

絵画教室

男の料理教室

てん刻教室

子ども体験教室

子どもの絵画教室

子どものクッキング教室

絵手紙教室

プリザーブドフラワー講座

１０

５

泉の広場公民館活動生涯学習事業
「学習・集い・語らい・仲間づくりの
場」として生涯学習環境づくり

住民一人一人が生きがいのある豊かで楽しい人生を過ごし、交流と親睦を
深めて頂くため、７教室・２講座を開講しました。

１０ ９２

６０

２６

○泉の広場公民館全体の年間利用状況

小学生を対象とした教室はどれも人気があり、特に子ども体験教室はメディカ
ルアロマセラピー教室や科学実験教室など、普段出来ないことが体験できると大
変好評で、親子で楽しく学んでいただきました。
住民のニーズを取り入れて、新しい教室を開講、学習内容の充実を図ることが

今後の課題です。

ガーデニング講座

合 計 ９７２名

６

８１回

１０２

１０

１０

１０

１０

１０

４５

１２１

２８９

１０７

１３０

－ １７ －



事 業 名 目標

事 業 概 要

１，４８７ 件 ２８，２７７ 人でした。

点検･評価

現 状

又は

実績等

○平成２２年度 教室・講座の実績

教 室 ・ 講 座 名 回 数 延べ人数

高齢者学級

中国語教室

陶芸教室

韓国語教室

英会話教室

ケーキ教室

○王寺南公民館全体の年間利用状況

１０

１０

１０

王寺南公民館活動生涯学習事業
「出会い・ふれあい・学びあいの
場」として生涯学習環境づくり

住民相互の交流と親睦を深め、心身にゆとりのある日々と、健全で楽しく生きが
いのある人生を過ごしていただくため、高齢者学級・陶芸教室・中国語教室・韓
国語教室・英会話教室・ケーキ教室、及び小中学生を対象とした科学教室を開
催しました。

１０ １６３

特に身近な国の文化への関心から、中国語教室・韓国語教室・英会話教室は
大変人気がありました。

住民の多様化する学習への関心に応えるため、より学習内容の充実を図ると
共に、自主的なクラブ・サークルの育成に力を入れました。

毎年、同じ内容の教室・学級を開講しているため、住民のニーズを取り入れ、
住民の主体的な生涯学習を図ることが、今後の課題です。

科学教室

合 計

１０

７０回

２０１

９３３名

１０

１０

１４１

６０

１０９

９３

１６６

－ １８ －



事 業 名 目標

事 業 概 要

点検・評価

広域交通の拠点であり、一日１０万人の人が行き交うＪＲ王寺駅前に位置する当
センターは、地域の出会いとにぎわいの交流の中核施設、また集客を念頭に、明
るく、開放的な空間と立地特性、駅に直結した利便性から、多くの地域住民の
方々にご利用いただき、当センター設置目的に則した役割を果たし、利用者皆様
方より好評をいただいいています。リーベルホールやフリールームについては、昼
間稼働率が５０％を超えております。
また、行政の出先機関として、住民票等を発行する住民サービスステーションや

コミュニケーションプラザ、保健センターは地域住民にとって、駅前の公共施設と
して、高い利便性を誇っています。
特に、イベント広場や休憩コーナーなど、各々特色ある施設の利用者も年々増

加し、ホール、貸し室等の稼働率の向上とともに、駅周辺商業・業務施設の集客
力の向上と活性化に寄与し、交通の要衝・生活都心にふさわしい、出会いとにぎ
わいのあるまちづくりに貢献しているものと考えています。

地域交流センター管理運営
「出会いとにぎわいのあるまちづく
り」

「地域交流センター」は、駅前という立地特性を生かし、住民の皆様方が生涯学
習や交流に、又、健康増進に資する場として「いつでも」「だれでも」「気軽に」ご利
用いただける地域の交流拠点として、商業施設と一体となって多くの方々に利用
していただいております。
地域交流センターの管理・運営については、より多くの住民の方々、団体、企業

等に利用していただくため、柔軟な管理体制、事業内容としています。
リーベルホールをはじめフリールーム、小会議室などのコミュニケーションプラザ

の貸館については、物品の展示販売、飲食等も原則可能とし、なるべく制約が少
なく、利用のしやすい効率的・有効的なサービスの提供ができるよう、施設管理運
営体制、機能・業務内容の更なる充実に取り組んできました。
又、住民サービスステーションの業務につきましても、行政の窓口サービス業務

として、住民票、印鑑証明書、税務証明等の各種証明発行サービスを行なってい
ます。

現 状

又は

実績等

○貸館業務（Ｈ２２.４月～Ｈ２３.３月）
・延べ利用件数 ３，７７２件
・延べ使用者数 ６２，２６２人
＊この他、休憩コーナー・保健センター等、多数の来館者がありま
す。

・使用料収入 １５，３１９，９９０円

○奈良産業大学公開講座「王寺町リーベルカレッジ」開催状況
「出会いとにぎわいのまちづくり」構想の一環として、地域住民の学習
機会を提供、また、地域社会と大学が交流を深めることを目的に、本
年度は３つのシリーズを設定し、計１１回開催しました。
・延べ参加人数 ５３４名

－ １９ －



事 業 名 目標

事 業 概 要

やわらぎ会館管理運営
文化の香り高い心豊かな地域社
会をつくる

やわらぎ会館は、王寺町が誇る文化の殿堂であり、ふれあい豊かな地域社会
づくりを目指す住民相互の交流・創造・対話の発信基地として、さまざまな事業活
動を展開してきました。
文化芸術活動については、個性的で質の高い芸術・芸能鑑賞の機会の提供を

図るため、「こころにピアノ♪」コンサートを初めとし幅広いジャンルの自主事業を
実施しました。
「音楽のあるまちづくり」事業では、住民自ら取り組む草の根事業として、本年も各
年代の方々が様々なジャンルで活発に活動されました。
また、地元の白鳳女子短期大学との協力事業として「国際交流セミナー」「影

絵」を実施しました。

現 状

又は

実績等

文化の香り高い町づくりを推進するために、やわらぎ会館を中心に年間４回の
自主事業を実施し、延べ595名の皆様に無料又は低価格で、コンサートなどを楽
しんでいただくことができました。
王寺町を音楽あふれる町にしたいという「音楽のあるまちづくり」事業では、引き

続き子どものための王寺ジュニア合唱団フェアリーベルと王寺ジュニアバンド・ハ
ルモ（金管バンド）、王寺ジュニアハンドベル・バンビーナが、様々なイベント、コン
テストに参加し、町内外で元気に活動を続けています。
また「やわらぎの鐘」にちなんだ、町の新しい名物作りとして期待を集めるイング

リッシュ・ハンドベルも、子どもたちと大人、合わせて５チームがそれぞれ活発に活
動を繰り広げています。
そして、家事育児等に忙しく文化芸術活動との両立が困難な育児中のお母さ

んのための吹奏楽団「やわらぎウィンドハーモニー」も熱心に練習や演奏活動に
励んでいます。
やわらぎ会館所有の名器『スタインウエイピアノ』を使用した、気軽に音楽に親し

んでもらう機会を提供することを目的とした「こころにピアノ♪」コンサートは、年間
６回実施いたしました。毎回異なるジャンルと色々な楽器を交えて、幅広く音楽を
楽しめると好評で、乳幼児から高齢の方まで様々な年齢の方に人気を集めまし
た。
会員制で実施した話題の映画を上映する「やわらぎ名画劇場」は、178名の会

員で年間５本上映いたしました。
平成１０年度より実施している「国際交流セミナー」は、白鳳女子短期大学のご

協力により年６回実施し、講師の先生の個性を生かした講座となりました。また、
新たな協力関係を模索する中で、同短大の学生に「影絵」の上映をしてもらい子
どものみならず大人にも喜ばれました。
また、公民館との協力事業として今年度初めて、公民館ピアノ教室終了生によ

る「ピアノ発表会」を開催しました。公民館事業をきっかけとして、末永く音楽を続
けてもらうきっかけづくりの事業として実施しました。

－ ２０ －



○自主事業(年間４回)

○やわらぎ名画劇場

○「こころにピアノ♪」コンサート

○国際交流セミナー

円
円

円

点検･評価

現 状

又は

実績等

影絵
延べ参加人数 ５９５名

上映会５回開催 延べ参加人数

やわらぎ浪曲サロン・和楽器演奏・ハンドベルフェスタ

やわらぎ会館費

６１２名 （年会員数 １７８名）

年間６回開催 延べ参加人数 ９３１名

年間５回開催 延べ参加人数 ３２０名

本事業として育成している各団体とも、指導者のもと熱心に練習に励み、コン
クールやコンサートを目標として活動することが出来ました。今後は単なる同好会
的な活動とならないように、外部からの指導者の招聘等により音楽の質を更に高
め、広く住民に音楽の素晴らしさを伝える場を提供する役目を果たしていくことが
課題です。また、これらの活動を通して豊かな社会性を育んで、大人も子どもも心
豊かな人間として成長し人生を歩んでいくことを目指したいと考えます。
「こころにピアノ♪」コンサートでは、多くの住民が気軽に音楽を楽しめる場を提

供することができましたが、今後は、今までにコンサートに来たことがない方、また
は来たくても来れない方が、容易に来場できる環境をいかに作っていくかが、そし
て、公共ホールでのマナーをいかに伝えていくかが課題です。
やわらぎ名画劇場・国際交流セミナーにおいても、参加者の興味の方向や時代

のニーズに十分応えられるよう、常に実施の有無、その内容について検討が必要
です。
会館利用については、イベントホールでは３５％の稼働率で、最も利用の多い会

議室では９１％もの高い稼働率となっています。今後も交通至便な立地条件・
整った設備・低料金を生かし、会館全部屋の稼働率を高水準で維持していきま
す。

（申込人数 ８７名）

会館の利用状況は、交通至便な立地条件・整った設備・低料金ということもあ
り、現在も多数利用していただいております。
イベントホールはホールオペレータの活動も行われ、ピアノ・ヴァイオリン・ロック

バンド・舞踊・詩吟・落語・和太鼓などあらゆるジャンルの文化・芸術発表の場とし
て、また各種会議室は用途に合わせ、会議・セミナー・打ち合わせ・研修会・講演
会など幅広く利用していただき、延べ１，６９９件、５０，２７８名の方々の利用があり
ました。

文化芸術振興費

会館使用料

４９，９９７，９８０
５，９９７，１３４

４，９６８，６４０

－ ２１ －



事 業 名 目標

事 業 概 要

) )

現 状

又は

実績等

○平成２２年度資料の収集

一般書 3,200 冊 5,649,111 円

児童書

図書購入冊数合計 4,026 冊 6,998,610 円

○平成２２年度利用統計（平成２１年度との比較）

平成22年度

図書等の資料提供事業 図書館の充実

町内で生活するすべての人々からの求めに応じ、資料及び情報を収集、整
備、保存し提供しました。また催しは、生涯学習の拠点として図書館を利用してい
ただくきっかけ作りに有効であることから、気軽に参加できる魅力ある内容の催し
を各種開催しました。

826 冊 1,349,499 円

平成21年度

蔵書冊数 142,585 冊 139,030 冊

行 事 名 参加者数 行 事 名 参加者数

(内児童書） (38,975 冊 (37,344 冊

入館者数 165,865 人 171,742 人

貸出冊数 168,863 冊 165,027 冊

・ 図書館利用者の増加をはかるため、「中学生の君たちに！」を作成配布
しました。

・ 文庫版時代小説コーナーは非常に利用が多く、高齢者をはじめ、幅
広いニーズに応えるよう充実をはかりました。

・ 資源の再利用として、「雑誌のリサイクル市」を行うとともに、「リサイクル
コーナー」を設置し廃棄図書の有効活用を行いました。

○各種行事・催し

大型人形劇(100,000円) 210 人 おはなし会(43回) 754 人

ヨムヨムえほん(11回) 180 人 大人のためのおはなし会 28 人

夏休み子ども1日図書館員(3回) 3 人 わくわく！！人形劇 120 人

子ども読書の日企画「君は名探偵？」 48 人 読み聞かせ｢絵本の部屋｣(5回) 66 人

新春かるた大会 40 人 朗読のつどい 77 人

文学サロン（12回） 49 人 クリスマスおはなし会 33 人

｢調べる楽しみ､知る喜び｣展 －

－ ２２ －



点検･評価

入館者数は減少傾向にありますが、貸出冊数は増加しており一定の成果は見
られました。

定年を迎えられた方々や６５歳以上の高齢者の生涯学習の場として資料を充
実させていることから滞在型の利用者が増えています。

子どもの夏休みの期間に、「子ども読書活動推進」の一環として、本年も「調べ
る楽しみ、知る喜び展」を開催し、疑問解決の場所としての図書館の利用方法に
ついて周知を図りました。

ホームページについては、見やすいホームページをめざして改良を加え、図書
館からのお知らせやイベント情報などの周知を図りました。

現 状

又は

実績等

○各機関との連携

・小・中学校・・・小学校３年生の図書館見学、５・６年生向けには夏休み１日
図書館員（体験学習）を、中学２年生の生徒を職業体験学習として受け入
れ指導しました。また、新着図書リストを毎月届けました。

・保健センター・・・ハローブック（４か月児ブックスタートの指導）、ミッキークラ
ス１．２．３組での絵本指導を行いました。

・総務課・・・防災関連図書の展示とブックリストを作成・配布しました。

・県内各図書館・・・相互貸借サービスを行いました。

・ボランティア・・・住民との協同により、数々のおはなし会を開催・運営しまし
た。

－ ２３ －



事 業 名 町民体育大会 目 標
スポーツを通じ住民相互の親睦と
健康増進を図る

事 業 概 要

第５４回町民体育大会が雨天のため中止となりました。

参加申込自治会 ２５自治会

町長表彰者 １０種目 ３５名

現 状
又は

実 績 等

第５４回の町民体育大会は、雨天中止となりましたが、町内２５自治会のエント
リーがありました。競技では新しく小学生のオープン競技として「チームワークで
ＧＯ」が加わり、一般女子４００ｍリレーが復活しました、公開演技では王寺ジュ
ニアバンド「ハルモ」の出演を予定していました。また、本年度も自治会以外の
テント(フリースペース)を設け、自治会として参加されない場合でも、一人で気
軽にオープン競技に参加できるよう、交流スペースも設けました。

町民体育大会運営事業費 ９８０，７９９円

点検・評価

自冶会によっては少子高齢化に伴い、種目により選手編成が困難といった問題
があり、誰もが気軽に参加できるようオープン競技の見直しなど常に考えていかな
ければなりません。
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（町内 １０名 ・ 町外 ３２名）

一般男子二部 ６２

事 業 名 和（やわらぎ）マラソン大会 目 標
マラソンを通じて自己の心身を鍛
え、心のふれあいを図る

事 業 概 要

名称及び期日、コースも新たに第５８回王寺町和マラソン大会を王寺南中学校
運動場を基点に開催し、町内外から多くのランナーの参加がありました。

名 （町内 ８名 ・ 町外 ５４名）

一般男子一部 ４２ 名

○種目別参加人数

（町内 ２０名 ・ 町外 ８名）

一般男子三部 ５０ 名 （町内 １２名 ・ 町外 ３８名）

一般女子一部 ２５ 名 （町内 ４名 ・ 町外 ２１名）

一般女子二部 １６ 名 （町内 ４名 ・ 町外 １２名）

中学校男子の部 ２８ 名

健康マラソンの部 １４２ 名 （町内 ５４名 ・ 町外 ８８名）

和マラソン運営事業費 １，５４７，４８０円

点検・評価

本年度より新たなマラソンコースの設定であるため、西和警察や警備会社の実
施報告などを参考にし、問題点等についての協議を行い、今後より一層選手等の
安全確保に努めています。

現 状
又は

実 績 等

これまで、元旦に開催してきましたマラソン大会について、社会情勢・環境の変
化をはじめ、町道王寺・香芝線の完成等による交通事情・道路事情も大きく変化
してきました。社寺を多く抱える西和署管内において、元旦の開催は、安全上の
問題も指摘されており、競技役員のアンケートにおいても日程を変更すべきという
意見が多数を占めました。この結果に基づいて、体育協会の主行事として、選手
参加の安全な走路の確保を第一に今後とも長く続けられ、多くの参加者が集い、
盛り上がるものにするため、検討した結果、日程、コースを変更し名称も新たに
「王寺町和マラソン大会」として、毎年１２月２３日（祝日）に開催することになりまし
た。

○参加申込み者数 ５１８名 （町内２０１名 ・ 町外３１７名）

中学校女子の部 １９ 名 （町内 １５名 ・ 町外 ４名）

小学校女子の部 ３８ 名 （町内 ２１名 ・ 町外 １７名）

小学校男子の部 ９６ 名 （町内 ５３名 ・ 町外 ４３名）
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健民運動場ネットフェンス修理 ２０７，６００円

泉の広場球技用コート人工芝補修工事(部分) ２３１，０００円

事 業 名 体育施設管理運営 目 標 管理運営及び施設の充実

事 業 概 要

町内体育施設には、王寺アリーナ・泉の広場体育館・健民運動場・町営プール
２箇所・泉の広場球技用コートがあり、地域住民のスポーツの場として、体育施設
を安全かつ快適に利用頂けるよう管理運営及び施設整備を行っています。また、
年２回、利用者によるボランティア清掃を実施することにより、施設美化の意識高
揚に努めました。アリーナの管理では、シルバー人材センターによる窓口業務を
はじめ、設備等に関しては業者委託を行うなど、利用者の利便性を考慮した運営
を行いました。

平成２２年度

泉の広場球技用コート人工芝補修工事（半面） ４６２，０００円

健民運動場防球ネット補修工事 ２８９，４８５円

泉の広場町営プールプールサイド補修工事 １１９，７００円

泉の広場球技用コート防風ネット張替工事 ５０４，０００円

舟戸町営プールプールサイドタキロン補修他 ２２２，４４２円

○施設利用状況

体育館 ９８，３９８ 名

健民運動場 ３３，０３２ 名

町営プール １５，０９５ 名

球技用コート ６，９７９ 名

１８６，６２７

学校施設 ３３，１２３ 名

名

点検・評価

施設利用人数は、健康志向の高まりのなか利用率は概ね高いと考えます。 経
年劣化の施設も多く維持修繕を行いながら適正に管理していますが、計画的な
改修が必要です。

現 状
又は

実 績 等

○アリーナ管理運営 １３，６９６，１０９円

○体育施設管理運営 １５，０６４，８５５円

○施設整備
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事 業 名
総合型地域倶楽部「やわらぎトラス
ト」

目 標
スポーツ人口の拡大による体力・

健康づくり

事 業 概 要

地域スポーツを活性化し生涯スポーツの構築を図るべく、多世代、多種目、多
志向型の総合型地域倶楽部「やわらぎトラスト」を進めてきました。地域住民の
方々のニーズに応じてスクールの精選を行い定着化が図れました。年間を通した
スクールだけでなく、イベントや講習会・短期教室に参加し、地域のコミュニケー
ションと健康づくりに貢献できる倶楽部づくりを目指しました。

夏期短期教室 ６０名４教室

スクール事業 ３７スクール ６１８ 名
(平成２２年度)

講習会 ２講座延べ人数 １７４ 名

点検・評価

地域スポーツを活性化するという観点から、次世代を担うジュニアをはじめ団塊
世代のシニアから健康寿命を延ばす高齢者まで、自分にあったスポーツプログラ
ムを選択し活動されている。年間を通じて健康づくり・体力づくりが行なえるスクー
ル事業が開催されています。

現 状
又は

実 績 等

「総合型でひとづくり・まちづくり・生きがいづくり」をキャッチフレーズに、３７ス
クールを実施し、多くの住民の方が自分にあったスポーツに参加されました。ス
クール事業はキッズ・ジュニアコースとヘルスアップコースが中心で、キッズ・ジュ
ニアに関しては「スポーツに親しみ、スポーツ好きな丈夫な子どもに育ってほしい」
という保護者の願いがあり、ヘルスアップに関しては、「健康づくり・体力づくり」を
目的として多くの倶楽部員が参加されました。また、夏休みに集中したジュニア系
短期教室（水泳教室、逆上がり教室ほか）や親子で体験するイベントでは、親子
のコミュニケーションが図られ貴重な体験となりました。住民のニーズに応えるべく
スクールを精選し実施したことで倶楽部に対する関心も高まりました。

６８ 名

イベント事業 ２事業、９回 ２１５名２事業、 ９回 １８０ 名
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スポーツ競技力の向上のために各部で実施された各種大会に多くの住民が
参加されました。本年度、第６回市町村対抗子ども駅伝大会において、総合
優勝されました。

事 業 名 スポーツ団体等の指導・育成 目 標 スポーツ活動の推進

事 業 概 要

スポーツ活動の充実を推進するため、以下の関係機関・団体との連携を密にし
て指導・育成を行いスポーツ競技力の向上と団体の活性化を図りました。

・体育協会

・体育指導委員

・スポーツ振興審議会

現 状
又は

実 績 等

○体育協会

グランド・ゴルフ大会 ６８ 名 ターゲットバードゴルフ大会 ３３ 名

テニス(硬式)大会

名

４０ 名 バレーボール大会 ６チーム ４５ 名

陸上カーニバル ５９ 名 スポ少スプリングキャンプ ７６名１０５

名

ソフトボール大会 １０チーム １２０ 名 三世代交流親善ゲートボール 8チーム ５６ 名

水泳大会 ３７ 名 卓球大会 ２１

３９ 名

スポ少サマーキャンプ ７６名７０ 名 ソフトテニス大会 ６６名６０ 名

○体育指導委員

野球大会 ５チーム ７５ 名 サッカ大会 ３チーム

バドミントン大会 ３０ 名

○雨天中止

町民体育大会(参加申込２５自治会・町長表彰者３５名)

スポーツセミナー等、講師を招いた講習会・研修会等を開催し、指導者の育
成・資質の向上に努めるとともに、総合型地域倶楽部の運営補助等を通じて、
組織の充実及び地域における実技指導体制の充実を図りました。

○スポーツ振興審議会

町民の心身の健全な発達と明るく豊かな生活ライフに寄与するため、スポーツ
振興に関する事項について調査、審議いただきました。 また、ニュースポーツ
体験等も実施しました。

会 議 ３回開催

点検・評価

体育協会・体育指導委員等いずれも活発にスポーツ活動を展開しています。地
域住民のニーズに合った様々なスポーツライフを推進するため、より一層スポーツ
団体の指導・育成が不可欠ですが、とりわけ指導者等の高齢化が進んでおり、今
後若年層の育成が課題です。
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事 業 名 目標

事 業 概 要

点検・評価

留学生からは「奨学金のおかげで、アルバイトの時間を減らすことができ、勉強
に使える時間が増えて嬉しく思います」など感謝の言葉が届いております。留学
生は、地域交流や町の活動（文化祭等）にも積極的に参加されており、町の国際
化に貢献されています。

外国人留学生奨学金 「国際交流のまちづくり」

留学生の受け入れや留学生に対する支援は、国や大学はもとより、地方公共団
体・経済団体・民間団体等が連携協力しながら、官民一体となって推進することが
不可欠です。地域レベルの留学生交流の推進及び町の国際化を図るため、世界
各国から優れた留学生をいかに引きつけるかは大切なことであり、そのための積
極的な施策として、留学生の生活の安定を図り、学業に励める環境をつくる奨学
金を支給するものです。

現 状

又は

実績等

奨学金は、町内の白鳳女子短期大学に在籍する留学生を対象とし、学長
から２０名の推薦を受け、町長が決定の上、支給しています。６月３０日
（水）に地域交流センターで、外国人留学生奨学金支給式を開催していま
す。

○支給者数 ２０名

○支給額 ２０，０００円／月

○支給総額 ４,８００,０００円
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平成２２年度王寺町教育委員会 点検・評価報告書についての意見

関西学院大学准教授 山本 健治

１ 教育委員会

毎月開催されている定例教育委員会では、刻々と変化する社会情勢に対応した教育行

政全般について協議がなされている。また教育委員が学校訪問や視察研修、年間を通し

た各種行事へ参加することにより、学校教育や生涯教育等の様々な実態把握を行ってい

る。その上で小中学校・幼稚園、教育委員会事務局への適切な指導が行われている。全

ての分野において、適切な運営が行われている。

２ 学校教育

新指導要領推進事業では、様々な体験活動や地域との交流活動を通して、子どもたち

が豊かな心や健やかな体を育む運営が行われている。教育カウンセリング事業では、例

年に引き続き町独自にカウンセラーや相談員を配置することにより、子どもや保護者か

らの相談活動に加え、教職員との情報共有により、子どもへの学習指導や生活習慣指導

に役立てられている。また、いきいきプラン事業は学習支援や配慮を必要とする子ども

たちに対し、サポートを中心としたきめ細かな教育を提供している。外国人講師を園に

派遣する幼稚園英語体験事業では、国際理解やコミュニケーション能力の育成に取り組

み、幼児期から英語に親しむという一定の成果を上げている。東日本震災で大きくクロ

ーズアップされている耐震補強事業では、王寺小学校の耐震補強において、計画・設計

から工事へと学校行事や授業に支障をきたすことなくスムーズに事業完了がなされた。

今後は他の学校施設も安全・安心の観点から速やかに耐震化がなされることが望まれる。

学校給食運営では、安全で安心な食事を提供することは勿論であるとともに、栄養バラ

ンスのとれた献立が提供されている。

３ 社会教育

地域ぐるみ健全育成、菩提キャンプ場管理運営、成人式運営事業では、町全体で青少

年の育成に取り組んでいる。町民の文化活動の活性化や町民同士の交流を図る場として、

やわらぎ会館管理運営、公民館活動生涯学習事業、文化祭の実施、図書等の資料提供事

業などを行ない、住民の文化活動を応援し、人と人を繋げる教育行政を展開している。

人権教育事業では、町民全体が豊かな人権感覚を身につけた人権のまちづくりにむけ、

人権学習懇談会や啓発活動、研修活動を行なっている。

歴史的に重要な文化財がある王寺町では、文化財の保護だけでなく、町民に対し広く

その意義を広報することが望まれる。

今後も、町民が積極的に活動できる事業展開を計画されたい。
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４ 社会体育

行事としては、町民体育大会が雨天で中止となったが、今年度より、名称及び期日、

コースも新たに「和マラソン大会」が町民はもとより全国各地から多くの参加者を得て、

盛大に実施された。また体育施設管理運営やスポーツ団体等の積極的な育成が行われて

いる。特に「やわらぎトラスト」は地域に密着したスポーツクラブとして、それぞれの

年代に応じたスクールや講習会、短期教室が開催されており、多数の人数の参加を得て

いる。町民のスポーツ活動、体力づくりの場として定着が図られている。

５ 総括

教育委員会・学校教育・社会教育・社会体育とも、良好な状況で推移している。報告

書に記載されている課題に対しては積極的に解決策を模索され、今後一層の行政・教育

機関・町民３者の協力関係の構築が望まれる。
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